20200517レムナント教会1部
     危機管理(Ⅰサムエル記30:6-10)
今回、コロナの危機を迎えて、その危機管理をどのようにしたのかによって、国のリーダーや組長さんの評価が分かれるようになり、明暗がくっきりと分かれてしまったようです。私たちは人生を生きる中で、コロナだけではなくて、多くの危機を迎えて生きるようになります。しかもその危機というのは、大抵の部分が予期せぬ、予想打にしないケースが多いでしょう。時には事故にあって大変な目に遭う場合もあります。大きな病気を患うときもあります。ある国は、戦争に巻き込まれることによって、悲惨な状況になる場合もあります。また、自然災害によってどうしようもないときを迎える場合もあるでしょう。また、家庭が崩壊してしまうような危機を迎えるときもあるし、経済的な危機など、人生は様々な危機と隣合わせで生きるものではないでしょうか。その危機をどのように管理するかというのは、非常に大切なことです。もちろん一般的に、また物理的に、例えば、「津波がやってきた→高台の方に逃げる」ということは当たり前なことでしょう。そのような一般的な危機管理というのは、もちろん熟知して備えていないといけないものです。

しかし、信者の私たちは、この人生の危機の中でどのように信者として危機管理をしなければいけないでしょうか。ダビデは、何かのことによって大きな危機を迎えることになりました。それが今日の聖書の箇所に紹介されています。しばらく留守をしている間に、アマレクという部族の軍隊がダビデの町を攻撃して、街全体を燃やし、そこで女性と子どもたちを全員捕虜にして連れて行くことになりました。ダビデの妻たち、また子どもたちも捕虜になってしまいました。ダビデとダビデの兵たちが町に戻ってきたら、そのような状況になっていたわけです。そこで民たちは、今までダビデに従っていたのにも関わらず、危機を迎えたから裏切るではないでしょうけれども、ダビデに対する態度が一変してしまいました。「石を投げてダビデを殺そうではないか。ダビデのせいで私たちはこんな目に遭ったのだ」という危機的な状況になってしまいました。そのとき、ダビデはどのようにしたのかということが6節に書いてあります。「ダビデは非常に悩んだ」。まず、最初はとまどい、一瞬悩みました。「民がみな、自分たちの息子、娘たちのことで心を悩まし、ダビデを石で打ち殺そうと言いだしたからである。しかし、ダビデは彼の神、主によって奮い立った」（30：6）。そして、その奮い立った詳細な内容がその次に書かれています。ダビデは一瞬悩んで、一瞬とまどうことになりました。それにも関わらず、すぐに切り替えて、アビメレクの子、祭司にこのように指示します。「エポデを持って来なさい」（30：7）。エポデは、祭司が祭司の服に付けるものです。祭司の象徴的なものです。そのエポデを持ってきたら、それを身に着けて、神様に伺うようになります。神様にお祈りを捧げます。「神様、この状況で彼らに追いついて、彼らをやっつけましょうか。どうでしょうか」と聞いた時に、神様からOKというサインが出るようになりました。つまり、エポデをもって神様にお祈りを捧げたというのは、一瞬悩んでとまどいましたが、この危機は神様が許されたことだという理解をもっていたということでしょう。ですから、神様にお祈りをして、神の指示を待つことにしました。危機そのものも神の御手にあるものであって、神様が許されたものなのです。その後、神様の導きに従って、アマレクを打ち破って、奪われていた民、すべてを取り返すようになります。それだけではなくて、戦利品をもってその町に戻ってくることになりました。これが、信者が危機を迎えたときに、どのように危機管理をすべきなのかという教えです。

まず、第一に、信者は危機管理の前に、普段から霊的な備えをして、内なるものを強めることを重視しないといけません。これが危機管理の第一です。ダビデが今の勝利を治めたというのは、今の話ではなくて、ダビデは小さいときから内なるものを整えていた者です。皆さんご存知のように、ダビデが少年の頃、羊飼いをしていた時に、その寂しさの中で「寂しい。寂しい」と思わずに、それを機会にして、神様との深い交わりの祝福を味わうことになりました。詩篇23：1-2にはこう書いてあります。「主は私の羊飼い。私は、乏しいことがありません」。お兄さんたちは遊んでいるときに、ダビデはひとりぼっちで皆が嫌っていた羊の番を毎日やっていました。しかし、つぶやかず、文句を言わずに、寂しい思いを神様との深い交わりに当てることにしていたわけです。「主は私を緑の牧場に伏させ、いこいの水のほとりに伴われます」。そのような告白ができるように、内側からしっかりと整えられる少年の時を過ごしていたということを思い出してください。その後、「サウルは一千人、ダビデは一万人」と民にほめられることによってサウル王から睨まれ、サウル王を避けて逃げ回る試練の時を過ごすことになります。様々な試練を通してダビデは、実際的な信仰は何なのかということを経験し、また、内側からしっかりと固めることになりました。こういった霊的な備えによって、ダビデはあのような信仰の持ち主になっていたわけです。神様は歴史の主です。この歴史は、ただ何かによって流れる、また、たまたま流れるものではなくて、創造主である神様がその歴史の主人であり、このすべての歴史は神の御手にあるものなのです。雀一羽が落ちるのも神の許可なしでは起きることはありません。そして、神様はこの歴史を契約中心にして動かしておられます。契約というのはキリストです。その契約を中心にして歴史を動かす方であります。そして、この神様の契約というのは誰も止められないし、絶対に止められないものなのだということが、内側から強められることによって、ダビデの信仰告白になっていたわけです。つまり、危機に当てて申しあげますと、この危機も神様が許されたものであり、この危機でさえも神様の契約は止めることができないのです。この危機の状況の中でも神の契約は突き進んでいます。むしろこの危機そのものが神の契約を突き進める道具になる。ということが、普段からの霊的な備えによってダビデの心の中に刻み込まれていたわけです。これが霊的な備えというものです。そういう人は、危機管理が全く違います。イエス・キリストを信じている私たち信者は、絶対的な契約の民です。その契約を所有している者であり、また、その契約をおあかししないといけない、そういう者を神の民と言います。そのような存在を信者と言います。
ダビデの普段からの霊的な備え、ダビデの心の中にある信仰告白というものは、パウロにもそっくり見られて、このような告白につながるようになるでしょう。ローマ8：31-37まで、少し長いのですが、パウロの手紙の中から見られるパウロの信仰告白です。「では、これらのことからどう言えるでしょう。神が私たちの味方であるなら、だれが私たちに敵対できるでしょう。私たちすべてのために、ご自分の御子をさえ惜しまずに死に渡された方が、どうして、御子といっしょにすべてのものを、私たちに恵んでくださらないことがありましょう。神に選ばれた人々を訴えるのはだれですか。神が義と認めてくださるのです。罪に定めようとするのはだれですか。死んでくださった方、いや、よみがえられた方であるキリスト・イエスが、神の右の座に着き、私たちのためにとりなしていてくださるのです。私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患難ですか、苦しみですか、迫害ですか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。「あなたのために、私たちは一日中、死に定められている。私たちは、ほふられる羊とみなされた。」と書いてあるとおりです。しかし、私たちは、私たちを愛してくださった方によって、これらすべてのことの中にあっても、圧倒的な勝利者となるのです」。普段から霊的に備えられていることによって、危機の前でこのような揺れることのない信仰告白の持ち主になるわけです。つまり、普段からしっかりとキリスト・イエスにあって、霊的に備えられている者は、その信者にとって危機はもはや危機ではありません。究極的な表現を借りて申し上げますと、信者には、もはや危機などは実は存在しません。これが危機管理に対しての第一のメッセージです。

神様はパンデミックのような世界中が自粛して隔離される、このような危機の状況を通して、私たちに問いかけていらっしゃいます。本当にキリスト・イエスを土台にして生きているのか。あるいは壊れるしかないバベル塔を土台にして、自分自身を土台にして、経済を土台にして人生を生きているのか、と問いかけていらっしゃいます。内側から霊的に整えられて備えられる、そういう神様から与えられている祝福です。チャンスです。ダビデは分かっていました。目の前に危機が迫ってきた時に、人間なので一瞬とまどって不安を覚えることがあるでしょう。けれども、ダビデにとっては経験して分かっていたわけです。逃げ回って、死の影の谷を歩くような経験もしました。危機はもはや信者にとって危機ではありません。信者には危機などありません。誰かが、そこら中の人々が聞きますと、バカだなと思われるかもしれません。でも、私たちはこのように宣言する権限を、権利を持っているし、また、その義務を持っています。信者にとって危機はありません。たとえ死の恐怖が迫ってきたとしても、信者にとって危機ではないし、危機などはありません。このような霊的な備えをもっているときに、信者は危機の前で、危機云々ではなくて、キリストを求めるようになるし、キリストを固く握るようになります。ダビデは「エポデを持ってきなさい」と言いました。エポデは、簡単に一言で申し上げると、キリストを意味するわけです。私は私ではなくて、危機の前に立っていることに違いありませんが、危機の前にキリスト・イエスに捕らわれて、キリスト・イエスの中にいる者なのです。刑務所の中にいる者ではなくて、私のためにご自分の尊い血を流されて買い取られた、神の霊が宿るキリストにある神の子どもなのです。キリスト・イエスの中にいる者なのです！

だから、キリストを忘れずに、キリストを探し求め、キリストを固く握っていると、神様にお祈りを捧げることになります。これは消極的な対応ではありません。とまどいもあるかもしれません。不安もあるでしょう。悩みもあるかもしれません。そういうことを後において、イエス・キリストを求めます。危機が迫っている状況の中でも、たとえステパノのように、石に打たれて殺されるような状況になっても、しかし、キリストを求めます。「どのようにしてこの危機を脱出できるのか」ではなくて、キリストを求めます。イエスはキリストです。すべての問題の解決者、唯一のいのちです。そのイエスは私の永遠のいのちであり、イエスは万軍の主であり、イエスは教会のかしらです。ですから、それでもキリスト、だからキリスト、結局キリストというように、キリストの中に入っていくようになります。そうすると、そのキリストの中にあって、自分はどんな存在で誰なのかを改めるようになります。危機を迎えている者であっても、乏しいことのない、憩いの場に導かれる、害を受けることのない、主がともにおられる尊い神の子どもであるということが分かるようになるでしょう。信者の問題は、キリストを見逃してしまい、キリストの内側にいる自分がどんな存在なのかを見過ごしてしまうというところに問題があります。

そのようにキリストの中にいる自分をしっかりと見つめるようになったときに、不安、とまどいなどを捨てて、みことばの中から神様の御心を発見していくようになります。神様のみことばがそんなにたいしたものではないでしょうか。あまり大事なものとして皆さんに感じられないでしょうか。もしかしてキリストの中に深く入って、キリストの中にいる自分自身をいま改めていないことではないでしょうか。そうすると、問題、状況、条件などに振り回されるしかありません。地球の中でどんな危機が迫ってきても、世が与えることのできない天からの平安を味わう特権は、私たち以外には誰にもありません。それが、神様がコロナを通して私たちに与えようとしていらっしゃるものです。そういうときに神様のみことばに耳を傾けるようになります。神様のみことばを通して、「神様。なぜなのでしょうか」「どういう計画があるのでしょうか」「神の御心は何でしょうか」「どうすればいいのでしょうか」と問いかけるようになるでしょう。ダビデのように。その結果、神様の導きを受けるようになります。神の導きに従うようになります。それが勝利です。その後は、すべて神様がなさることです。このように危機を迎えたときに、危機管理をどうするかによって明暗が分かれたかのように、信者の私たちはそれどころではありません。危機はもはや危機ではないので、危機の中で不安から信仰告白をしていたその内容を固める機会にしましょう。コロナも神様が許されたので。極端に申し上げるとコロナも契約の民にとっては答えなのです。その信仰を固めることによって、他の何かに気が奪われることなくキリストに集中して、自分自身を改めることによって、そして、何より神のみことばに切実な思いで耳を傾けるようにしていきましょう。神様の導きは必ずありますので。

そうしますと、自分の力と関係なく、今まで奪われていたすべてを取り返すことになります。取り返すだけではありません。これからの残りの人生、契約を全うするための人生のためにアップグレードされるようになります。奪われたものをすべて取り返しただけではなくて、戦利品をもって帰ってきたように、危機というのものは信者にとって奪われていたすべてを実際的に取り返して、残りの生涯、自分の何かのためではなくて、契約のために、キリストの名が崇められ、福音宣教のために、自分自身が、自分の人生がアップグレードされる祝福であることを覚えてください。その戦利品でまた教会がもめることになりますが、それは来週また申し上げます。信者が世の文化や世の流れによって何を奪われているのかと言いますと、キリストオンリー、信仰オンリーという、オンリーの信仰をみな奪われているのです。曖昧で、適当で、まぁまぁ良いものは良いものじゃないのといったところから、オンリーの信仰を奪い返して、そのオンリーの信仰の中にある救いの確信と救いの心からの喜び、それを取り返すようになるでしょう。
そうすることによって、まことの生きる理由、使命を取り返すようになります。教会に一生懸命、通っていても、何のためにこの人生が許されているのか、日本の地に、この時代に、なぜ私たちは生かされているのかという使命は全く見られません。自分の勉強と、自分の仕事と、今の生きることと使命とがつながらないのです。すべてが使命のために許されているものです。このまことの使命を取り返す。そのとき教会が何なのかを正しく理解して、教会を愛するようになります。教会愛を回復して、そうすることによって、講壇のメッセージ、講壇のみことばを回復し、それをいつも自分のものにすることができるように取り返すようになります。講壇のみことばを耳で聞いてはいるのですが、礼拝が終わると、ときには礼拝の真っ最中にサタンにすべて奪われてしまいます。ですから、それを取り返すようになります。そうしてこそ皆さんの今許されているその生活の現場、そこがただの生活の現場ではなくて、宣教地だということが分かり、現場を宣教地として回復するようになります。それが、危機を通して神様が信者の私たちに取り返してくださる祝福です。
そして、最後の最後に、それが本当であれば、私たちはこの地球、地上での生涯を目的にして生きる者ではなくて、終わりでもなく、永遠のいのちの祝福を希望にして、管理人として生きるわけです。終末の信仰を取り返して、管理人として、なにものにも縛られることなく、すべてが聖なる道具にならないといけません。なにものによっても、悲しんでも落胆してもいけません。それが管理人の信仰というものです。こういった私たちだけにある特権というものをいつの間にか奪われてしまいました。私たちが正しい危機管理を通してキリストに集中して、みことばに集中することによって、お祈りに集中することによって、この奪われていた祝福を取り返すことになり、皆さんの信仰がジャンプアップして、アップグレードするようになるでしょう。

冒頭で申し上げましたように、地上にいる限りは、危機というものは隣り合わせのものです。しかし、その危機が信者にとっては契約の偉大さを見る機会です。ノアの時代に、大洪水によって世界中が滅びることになりました。その危機を通して、ノアは契約の偉大さ、契約の言葉に表すことができないほどの偉大さを見ることができました。紅海が目の前に立ちはだかるようになります。危機なのです。その紅海の危機を通して、モーセとイスラエルの民は、契約がどれほど偉大なるものなのかを経験するようになります。それが危機というものです。初代教会は、迫害によってステパノが殺されることになります。そして、全地に散らされることになりました。その大変な辛い思いの中で契約が全うされていることを実感しながら、契約の偉大さを初代教会は迫害を通して経験することになりました。危機というものは、契約の偉大さに目覚めて、契約に更に、更にしがみつき、くっつくようになる神様の御働きであることを覚えてください。ですから、危機を迎えたときには、自分自身を捨てて、キリストの中に深く入っていくようにしましょう。そのために普段から信仰告白が皆さんに刻印されるようにしましょう。どのようにすればそうなるのでしょうか。そのような祈りの時を必ず持ってください。「こうしてください。ああしてください」という祈りの前に、ダビデが告白していたような、パウロが告白していたような、その信仰告白を自分の内側で確かめ、改めて確認しましょう。何回も何回も。神は歴史の主です。イエスは万軍の主です。イエスは教会のかしらです。何が問題なのでしょうか。何一つ問題になることはありません。クリスチャンの私たちにとって、危機もありませんし、問題もありません。それを改める勝利の祝福を祈りたいと思います。
（祈り）
父なる神様。今日の礼拝を心から感謝いたします。このコロナの危機の中で世界中が不安に怯え、そして、騒いでいる中で、クリスチャンの私たちも一緒に流されがちですが、どうか神のみことばを通して、こういうときこそ内側からしっかりと強められ、正しい信仰告白を固めて、神様が備えられた契約の勝利の人生を突き進むことができるように、ひとりひとりを祝福してください。私たちには危機もありません。問題もありません。ただキリストの信仰があるのみです。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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